
 
 

 
２ 平成３０年観光入込客数及び観光消費額調査結果の概要 

 

 

 （１） 全体概況  

平成３０年の京都府内における観光入込客数等について、災害等の影響により

観光入込客数は前年を下回ったものの、地元市町村と連携した観光振興の取組や

受入環境整備の進捗等により、観光消費額及び外国人宿泊客数が過去最高 (注 )を更

新しました。 

 

○ 府内観光入込客数は約８,５０５万人となりました。 

   平成２９年の入込客数（約８，６８７万人）を下回ったものの、過去４番目に高

い入込客数を記録。 

 

○ 府内観光消費額は約１兆３，７０１億円となりました。 

   平成２９年の観光消費額（約１兆１，８８４億円）を上回り６年連続で過去最高

を更新 

 

○ 府内外国人宿泊客数は約４５９万人となりました。 

   平成２９年の外国人宿泊客数(約３６１万人)を上回り６年連続で過去最高を更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (注 ) 京都市の統計手法の変更（H25）により、厳密には府内全体の入込客数等を経年で比

較することはできないが、参考に各年の数字を単純比較した場合。  
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（２） 地域別増減要因（推定）

<京都市域>（減少） 

 北米の有力旅行雑誌「トラベル・アンド・レジャー誌」の読者アンケートで、７年連

続ベスト１０入りするなど京都の魅力に関する認知度の高まり等により、外国人宿泊客

数が増加し過去最高を記録。また、外国人宿泊客数の増加とともに外国人観光客の買物

環境向上支援をはじめとした受入環境の整備などの取組を進めたことにより、観光消費

額も過去最高。観光入込客数は５，２７５万人となり、６年連続で５，０００万人台を

維持している。 

<乙訓地域>（減少）
｢竹の径・かぐやの夕べ｣や｢大物産展＋ＫＡＲＡ－１グランプリ｣などのイベント

のほか、２０２０年大河ドラマの主人公に明智光秀が決定したことによりガラシャ

祭への観光入込客数が好調に推移したものの、サントリー京都ビール工場での改修

工事により、地域全体として減少(サントリー京都ビール工場:約１６．４％減)。

観光入込客数は前年比９８．４％となった。 

<山城地域>（減少） 

 京田辺市におけるJR東海「そうだ、京都行こう。」キャンペーンが奏功したこと
や、宇治田原町の宗円交遊庵やんたんの新規開設に加え、南山城村の道の駅（約２
１．１％増）が昨年に引き続き人気を呼んだ一方で、大阪北部地震、７月豪雨、台
風２０号・２１号等によるイベントの中止や観光施設の休業等が相次ぎ、地域全体
として減少。観光入込客数は前年比９８．７％の微減となった。 

<南丹地域>（減少） 
グランドオープンした森のステーションかめおかや亀岡祭をはじめとするイベ

ントへの観光入込客数が増加したものの、７月豪雨や台風２１号などの影響により

亀岡市の保津川下りへの観光入込客数が大幅に減少したほか、国道１７３号線が通

行止めとなったことなどから、地域全体として減少。観光入込客数は前年比９５．

９％となった。

<中丹地域>（減少） 

福知山市では２０２０年大河ドラマの主人公に明智光秀が決定したことにより、

  広くメディアへ取り上げられたこともあり、観光消費額は前年比１２０．２％の増

  加となった一方、７月豪雨や台風などの災害の影響により、地域全体での観光入込

  客数は前年比９１．９％の減少（舞鶴港とれとれセンター：約２１．９％減）とな

  った。 

<丹後地域>（減少） 

 ７ 月 豪 雨 や 台 風 な ど の 災 害 に よ る 宿 泊 の キ ャ ン セ ル な ど の 影 響 が 大 き か っ た

も の の 、伊 根 町 で は 、観 光 交 流 施 設 に 食 事 処 が 新 た に オ ー プ ン し た こ と な ど に よ

り 観 光 入 込 客 数 が 増 加 し た 。ま た 、「 １ ３ 府 県 ふ っ こ う 周 遊 割 」や「 海 の 京 都  

ふ っ こ う 周 遊 パ ス 」を 実 施 し た こ と な ど に よ り 、地 域 全 体 で の 観 光 入 込 客 数 は 前

年 比 ９ ８ ． ７ ％ の 微 減 に と ど ま っ た 。  
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